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研究成果の概要：本研究は，ナチスによる弾圧と離散という状況にあって，ドイツ「第三帝国」

に対して抵抗を試みた中欧（ドイツ，オーストリア，チェコスロヴァキア）のドイツ人社会

主義者の運動を相互に比較検討し，それぞれの国内の抵抗運動との関係および戦後秩序の形

成，とくにドイツ問題の解決に向けての彼らの対応，ナチズムを克服した後の戦後ヨーロッ

パに関するそれぞれの構想を明らかにするとともに，それぞれの地域の戦後政治に与えたイ

ンパクトを展望した。 
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１．研究開始当初の背景 
 

本研究テーマを構想した背景として，

「第三帝国」をめぐる近年のドイツと日本

における研究動向が注目される。 

  第一に，近年のドイツにおけるナチ時代

研究は，どちらかと言えば，体制側の弾圧

機構（ゲシュタポ）とそれに対する一般市

民の動向に注目し，抵抗よりも同調をとり

わけ密告監視体制に着目して検討する傾

向にある。だが，ポイカートのいう抵抗と

同調の間のグレーゾーンの解明はまださ



ほど進んでいない。第二に，ナチスが占領

支配においた地域，とくに東欧・ソ連地域

における占領支配とそこでのテロ・殺戮機

構の実態については，近年とくに研究が進

んだ分野であるが，いわゆるドイツ抵抗運

動研究では，ドイツ本国およびそれと密接

に関係する亡命者の運動にしか焦点が当

てられていない。ドイツの占領支配地域を

も含めた抵抗運動研究の総合が今後の研

究の課題である。第三に，戦後のドイツ問

題に関する研究は，中東欧諸地域からの戦

後の住民追放という視点から改めて注目

されているが，日本では，これまで戦後ド

イツ・中欧に関わる構想との関連で，社会

主義者の抵抗運動をとりあげた研究は見

当たらない。 

以上が，国民国家と民族マイノリティに

関わる問題群を社会主義者の抵抗に関連

させて検討した本テーマの研究史的な背

景である。 

 
 
２．研究の目的 
 

本研究は，ナチスによる弾圧と離散とい

う状況にあって，ドイツ「第三帝国」に対

して抵抗を試みた中欧（ドイツ，オースト

リア，チェコスロヴァキア）のドイツ人社

会主義者の運動を相互に比較検討し，それ

ぞれの国内の抵抗運動との関係および戦

後秩序の形成，とくにドイツ問題の解決に

向けての彼らの対応を明らかにしようと

するものである。これまで，それぞれの地

域ごとに検討されてきた社会主義者の反

ナチ抵抗運動の諸相を比較研究の手続き

を用いて明らかにし，ナチス支配下のナチ

ズムを克服した後の戦後ヨーロッパに関

するそれぞれの構想を再検討しようとす

るところに， 本研究の最大の特色がある。 

 

 
３．研究の方法 
 

本研究の方法的な特色は，何よりも，こ

れまでそれぞれの地域ごとに別個に検討

されてきた社会主義者の反ナチ抵抗運動

の諸局面を比較検討し，ナチズム後の戦後

中欧秩序への取り組みまでを総合して考

察したところにある。 

第一に，亡命社会主義者の活動は，それ

ぞれの国内の抵抗運動にどれだけ影響力

を与え，またどのように国内の動向に左右

されたのか，この点の究明は，ナチスへの

「同調」・「統合」に強調点がおかれる傾向

にある近年の研究を「抵抗」研究の側から

逆照射し，その再検討を促すことになる。  

第二に，ドイツ社会民主党の抵抗運動につ

いて，とくに対立する諸派の動向および共

産党との統一戦線をめぐっては，研究の蓄

積が厚いが，それをオーストリアおよびチ

ェコスロヴァキア（いわゆるズデーテン地

方）の抵抗運動と比較検討した研究は，管

見の限り，見当たらない。とりわけヴェン

ツェル・ヤークシュを中心とするズデーテ

ン社会民主主義者亡命指導部の動向につ

いては，日本ではまったく紹介されていな

い分野である。最後に，戦後中欧秩序との

取り組みについては，連合国および亡命先

の社会主義者の戦後構想と触れ合う側面

であるが，これまた十分な検討がこれまで

なされてこなかった。その考察によって，

第二次世界大戦から大戦後の中欧国際体

制のありかたに新たな光を当てることに

なる。 
 
 
４．研究成果 
 
  本研究の主な成果は，以下の三点にまと
められる。 

第一に，ヒトラーの権力掌握後，プラハ，



パリ，ロンドンへと本拠地を移したドイツ

社会民主党亡命指導部（ゾパーデ）とその

周辺に位置した社会主義者たちの抵抗運

動を，ドイツ本国における動向，他地域の

社会主義者との連携・対立，および戦後ド

イツ構想と関連づけて明らかにした。 

第二に，オーストリア，チェコスロヴァ

キア（いわゆるズデーテン地方）のドイツ

人社会主義者の抵抗運動のありようを，と

りわけ独墺合邦とズデーテン・ドイツ併合

（1938 年）の後の国内外の状況と関連さ

せて研究し，相互の連携と対立の様相を明

らかにした。 

第三に，第二次世界大戦中にイギリスに

集結したオーストリア，チェコスロヴァキ

ア（いわゆるズデーテン地方）のドイツ人

社会主義者の抵抗運動，およびドイツ社会

民主党亡命指導部の相互の関係および彼

らの戦後ドイツ・中欧構想を明らかにする

とともに，それぞれの地域の戦後政治に与

えたインパクトを展望した。 

以上のように，本研究は，これまでそれ

ぞれ別個に取り扱われてきた社会主義者

の反ナチ抵抗運動の諸局面を比較検討し，

ナチズム後の戦後中欧秩序への取り組み

までを総合して考察したところに独自性

がある。また，本研究テーマと関連して，

第一次世界大戦後のドイツ・中欧地域にお

けるマイノリティ問題の枠組みも明らか

にした。今後は，本研究では扱えなかった，

戦争末期から戦後にかけてのドイツ人の

東部からの追放およびドイツの国境線問

題，連合国の戦後構想との関連性などを各

国の外交文書をふまえて考察することが

課題である。 
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